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は
じ
め
に

　

忖
度
、
相
手
の
気
持
ち
を
推
し
は
か
る
こ
と
。
こ
の
言
葉
は
詩
経

に
由
来
す
る
（
（
（

が
、
実
は
日
本
儒
教
史
の
展
開
の
中
で
実
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
。
近
世
日
本
の
儒
学
は
朱
子
学
の
導
入
で
始
ま
り
、

伊
藤
仁
斎
が
古
学
を
提
唱
し
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
。
仁
斎
は
朱
子

学
的
な
理
、
お
よ
び
理
を
前
提
と
し
た
主
敬
の
工
夫
を
否
定
、
主
忠

信
を
主
張
し
、
忠
信
を
忠
恕
と
と
も
に
学
問
に
臨
む
学
者
の
姿
勢
と

し
て
重
要
視
し
た
。
彼
は
忠
恕
を
「
己
の
心
を
竭
く
し
尽
く
す
を
忠

と
し
、
人
の
心
を
忖は

か

り
度は

か

る
を
恕
と
す
〈『
語
孟
字
義
』
下
、
忠
恕
１
、

一
四
二
（
（
（

〉」
と
、
相
手
の
心
を
思
い
や
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
基
本

に
し
た
学
問
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
武
内
義
雄
は
こ
の
よ
う
な

仁
斎
の
学
問
を
忠
信
主
義
と
し
て
、
日
本
独
自
の
儒
教
と
み
な
す
。

そ
し
て
仁
斎
の
忠
信
主
義
は
、
懐
徳
堂
に
よ
っ
て
、
中
庸
哲
学
に
裏

打
ち
さ
れ
た
誠
主
義
へ
と
展
開
し
、
日
本
儒
教
を
特
色
づ
け
た
と
し

た
。
と
こ
ろ
で
、
武
内
は
日
本
化
さ
れ
た
儒
教
の
典
型
と
し
て
水
戸

学
を
挙
げ
、
藤
田
東
湖
の
誠
の
思
想
を
紹
介
し
て
い
る
（
（
（

。
し
か
し
、

も
う
一
人
の
水
戸
学
の
巨
頭
、
会
沢
正
志
斎
も
『
中
庸
』
を
重
視
し
、

主
忠
信
を
根
底
に
据
え
た
学
問
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
会
沢
の
学
問
を
根
底
で
支
え
る
主
忠
信
説
を
仁
斎
の
説
と
比
較

し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
．
朱
子
学
に
お
け
る
主
敬

　

会
沢
の
主
忠
信
説
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
は
仁
斎
、
会
沢

が
批
判
し
た
朱
熹
の
主
敬
説
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

儒
教
で
は
天
は
万
物
の
根
源
と
さ
れ
、
学
問
の
根
源
的
追
究
対
象

と
さ
れ
た
が
、
宋
代
は
人
格
神
的
な
天
か
ら
法
則
的
な
天
へ
の
移
行

期
で
あ
り
、
南
宋
の
朱
熹
が
天
理
に
基
づ
く
壮
大
な
学
問
体
系
を
構

築
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
朱
熹
は
『
中
庸
』
冒

頭
の
「
天
命
之
謂
性
」
を
「
性
即
理
也
〈
十
七

（
（
（

〉」
と
説
き
、
性
は

 　
　

日
本
近
世
に
お
け
る
主
忠
信
説
の
一
展
開

　
　
　
　
　　

―
会
沢
正
志
斎
を
中
心
に
―

松　

﨑　

哲　

之　
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天
与
の
理
と
し
て
、
性
に
絶
対
的
な
根
拠
を
与
え
、
孟
子
の
性
善
説

を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
「
心
は
性
情
を
統
ぶ
〈
二
三
八
〉」

と
、
心
の
状
態
に
は
性
と
情
が
あ
る
と
し
、『
中
庸
』「
喜
怒
哀
楽
之

未
発
、
謂
之
中
。
発
而
皆
中
節
、
謂
之
和
。
中
也
者
、
天
下
之
大
本

也
。
和
也
者
、
天
下
之
達
道
也
」
の
章
句
に
て

喜
怒
哀
楽
は
情
な
り
。
其
の
未
発
は
則
ち
性
な
り
。
偏
倚
す
る

所
無
き
が
、
故
に
之
を
中
と
謂
う
。
発
し
て
皆
節
に
中
る
は
、

情
の
正
な
り
。
乖
戻
す
る
所
無
き
が
、
故
に
之
を
和
と
謂
う
。

大
本
は
、
天
命
の
性
、
天
下
の
理
、
皆
此
れ
に
由
り
て
出
で
、

道
の
体
な
り
。
達
道
は
、
性
に
循
う
の
謂
い
、
天
下
古
今
の
共

に
由
る
所
、
道
の
用
な
り
。〈
一
八
〉

と
説
き
、
心
の
未
発
、
す
な
わ
ち
静
の
状
態
が
性
・
中
・
大
本
で
あ

り
絶
対
的
な
善
と
み
た
。
ま
た
、
心
が
発
動
す
る
と
性
か
ら
喜
怒
哀

楽
の
情
が
生
じ
、
情
の
正
し
い
状
態
が
、
節
に
中
る
・
和
で
あ
り
、

そ
れ
を
善
と
し
、
情
の
不
正
な
状
態
を
人
欲
、
悪
と
し
て
、
心
の
発

動
で
あ
る
情
に
悪
の
原
因
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
こ
の
説
は
道
を
本
体
と
作
用
に
分
離
し
、
道
の
本
体
を
形
而

上
の
理
と
し
、
人
間
社
会
の
倫
理
規
範
た
る
道
は
、
道
の
本
体
に
よ

っ
て
形
作
ら
れ
た
道
の
用
で
あ
る
と
し
て
、
人
の
心
と
社
会
の
倫
理

規
範
と
を
連
続
的
に
捉
え
、
本
体
で
あ
る
心
の
解
明
を
学
問
の
根
底

に
据
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
大
学
』
冒
頭
「
大
学
之
道
、
在

明
明
徳
」
の
章
句
で

明
徳
は
、
人
の
天
よ
り
得
る
所
に
し
て
、
虚
霊
不
昧
、
以
て
衆

理
を
具
え
て
万
事
に
応
ず
る
者
な
り
。
但
し
気
稟
に
拘と

ら

わ
れ
、

人
欲
に
蔽
わ
る
れ
ば
、
則
ち
時
と
し
て
昏
き
こ
と
有
り
。
然
れ

ど
も
其
の
本
体
の
明
ら
か
な
る
は
、
則
ち
未
だ
嘗
て
息
ま
ざ
る

者
有
り
。
故
に
学
者
は
当
に
其
の
発
す
る
所
に
因
り
て
遂
に
之

を
明
ら
か
に
し
て
、
以
て
其
の
初
に
復
る
べ
き
な
り
。〈
三
〉

と
説
き
、
明
徳
た
る
性

（
（
（

は
、
生
得
の
気
質
に
と
ら
わ
れ
、
人
欲
に
蔽

わ
れ
て
い
る
た
め
、
時
に
心
が
発
動
し
て
も
正
を
得
な
い
悪
の
状
態

に
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
欲
が
生
じ
る
心
の
発
動
の
際
を
注
視
し
て
、

人
欲
の
発
動
を
抑
え
、
当
初
の
明
徳
の
状
態
に
心
を
回
復
す
る
こ
と

を
求
め
た
の
で
あ
る
。『
大
学
』
で
は
そ
の
次
第
を
「
格
物
致
知
誠

意
正
心
」
と
し
、
朱
熹
は
「
格
物
致
知
」
を
そ
の
根
本
と
し
、「
吾

れ
の
知
を
致
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
物
に
即
き
て
其
の
理
を
窮
む
る
に

在
る
を
言
う
〈
六
〉」
と
、
万
物
の
理
を
追
究
し
て
い
く
と
、
最
終

的
に
「
力
を
用
う
る
こ
と
久
し
く
し
て
、
一
旦
豁
然
と
し
て
貫
通
す

る
に
至
れ
ば
、
則
ち
衆
物
の
表
裏
精
粗
到
ら
ざ
る
無
く
し
て
、
吾
が

心
の
全
体
大
用
明
ら
か
な
ら
ざ
る
は
無
し
〈
七
〉」
と
、
心
の
完
全

な
る
本
体
と
大
い
な
る
は
た
ら
き
が
明
ら
か
に
な
る
と
し
た
。
つ
ま

り
、
理
が
記
さ
れ
た
経
（
（
（

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
が
解
明
さ
れ
、

明
徳
が
明
ら
か
に
な
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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そ
の
一
方
、
明
徳
を
維
持
す
る
に
は
、
主
体
的
に
心
に
お
け
る
人

欲
の
発
動
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
方
法
は
、『
中

庸
』「
莫
見
於
隠
、
莫
顕
於
微
。
故
君
子
必
慎
其
独
也
」
の
章
句
に
、

幽
暗
の
中
、
細
微
の
事
、
跡
は
未
だ
形あ

ら
われ

ず
と
雖
も
幾
は
則
ち

已
に
動
く
、
人
知
ら
ざ
る
と
雖
も
己
独
り
之
を
知
る
、
…
…
是

を
以
て
君
子
は
既
に
常
に
戒
懼
し
て
、
此
れ
に
於
い
て
尤
も
謹

を
加
え
、
人
欲
の
将
に
萌き

ざ

さ
ん
と
す
る
を
遏と

ど

め
、〈
一
八
〉

と
さ
れ
、
心
が
発
動
す
る
も
、
ま
だ
形
と
な
っ
て
い
な
い
幾
の
時
に
、

最
も
謹
み
を
加
え
、
情
が
正
を
失
い
悪
と
な
る
の
を
未
然
に
防
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
れ
が
主
敬
説
へ
と
な
っ
て
い
く
。

『
論
語
』
顔
淵
篇
「
仲
弓
、
問
仁
。
子
曰
、
…
…
己
所
不
欲
、
勿
施

於
人
」
で
、「
敬
以
て
己
を
持
し
、
恕
以
て
物
に
及
ぼ
せ
ば
、
則
ち

私
意
は
容
る
る
所
無
く
し
て
心
の
徳
は
全
し
〈
一
三
三
〉」
と
説
き
、

心
の
発
動
す
る
幾
微
を
敬
し
み
、
悪
を
未
然
に
防
ぎ
、
善
を
保
持
す

る
こ
と
で
己
が
確
立
し
、
そ
の
よ
う
な
己
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
恕
が

行
え
る
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
心
の
解
明
に
は
、
ひ
と
え
に
万
物
に
備
わ
る
理
の
追

究
、
要
は
経
書
を
追
究
す
る
こ
と
と
、
主
敬
に
よ
っ
て
心
を
善
に
保

持
す
る
努
力
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
．
伊
藤
仁
斎
の
主
敬
批
判
と
主
忠
信
説

　

さ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
仁
斎
は

是
に
知
る
、
忠
信
を
主
と
す
る
は
、
乃
ち
孔
子
の
家
法
に
し
て
、

万
世
の
学
者
、
皆
当
に
之
を
守
っ
て
其
の
訓
を
換
う
べ
か
ら
ざ

る
べ
し
。
而
し
て
後
世
或
い
は
持
敬
を
以
て
宗
旨
と
し
、
或
い

は
良
知
を
致
す
を
以
て
宗
旨
と
し
て
、
未
だ
忠
信
を
以
て
主
と

す
る
こ
と
有
ら
ず
。
亦
か
の
孔
門
の
学
に
異
な
り
。〈
下
、
忠
信

２
、
一
四
二
〉

と
、
朱
熹
の
持
敬
（
主
敬
）、
王
陽
明
の
致
良
知
を
批
判
し
、
主
忠

信
を
唱
え
た
。
そ
も
そ
も
仁
斎
が
主
敬
を
批
判
し
た
の
は
、
主
敬
は

形
而
上
学
的
な
理
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
理
は
「
理
を

以
て
主
と
為す

る
と
き
は
、
則
ち
必
ず
禅
荘
に
帰
す
〈
上
、
理
２
、
一
二

四
〉」「
天
理
の
二
字
、
屢

し
ば
し
ば

荘
子
に
見
る
。
而
し
て
吾
が
聖
人
の
書

に
於
い
て
之
れ
無
し
。
楽
記
に
天
理
人
欲
の
言
有
り
と
雖
も
、
然
れ

ど
も
本も

と

老
子
に
出
で
て
、
聖
人
の
言
に
非
ず
〈
上
、
理
１
、
一
二

四
〉」
と
、
老
荘
や
禅
の
影
響
で
あ
り
、
天
理
の
二
字
は
本
来
の
儒

教
経
典
に
は
な
い
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
孔
孟
の
原
意
に
立
ち
か

え
ろ
う
と
し
た
仁
斎
に
と
っ
て
、
朱
子
学
的
理
は
受
容
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

理
は
朱
子
学
の
根
本
に
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
し
た
仁
斎
は
、
新
た



 
（42）

な
学
問
体
系
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
利
用
さ
れ
た
の

が
気
で
あ
っ
た
。
仁
斎
は
「
蓋
し
天
地
の
間
は
、
一
元
気
の
み
。
或

い
は
陰
と
為
り
、
或
い
は
陽
と
為
り
〈
上
、
天
道
１
、
一
一
五
〉」
と
、

一
陰
一
陽
す
る
気
を
万
物
の
根
源
と
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
学
問
を

構
想
す
る
。
そ
の
た
め
「
道
は
往
来
を
以
て
言
う
。
理
は
条
理
を
以

て
言
う
。
…
…
道
の
字
は
本
活
字
、
其
の
生
生
化
化
の
妙
を
形
容
す

る
所
以
な
り
。
理
の
字
の
若
き
は
本
死
字
、
…
…
以
て
事
物
の
条
理

を
形
容
す
べ
く
し
て
、
以
て
天
地
生
生
化
化
の
妙
を
形
容
す
る
に
足

ら
ず
〈
上
、
理
１
、
一
二
四
〉」「
性
は
生
な
り
。
人
其
の
生
ず
る
所
の

ま
ま
に
し
て
加
損
す
る
こ
と
無
し
。
…
…
気
質
を
離
れ
て
之
を
言
う

に
非
ざ
る
な
り
〈
上
、
性
１
、
一
三
四
〉」「
心
と
は
、
人
の
思
慮
運
用

す
る
所
、
本
貴
き
に
非
ず
、
亦
賤
し
き
に
非
ず
〈
上
、
心
１
、
一
三

二
〉」「
情
と
は
性
の
欲
な
り
〈
上
、
情
１
、
一
三
八
〉」
と
、
仁
斎
は

朱
熹
の
設
定
し
た
道
・
理
・
性
・
心
・
情
な
ど
の
諸
概
念
を
否
定
し
、

そ
れ
ら
を
独
自
に
再
設
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
朱

子
学
的
理
を
前
提
と
し
た
心
を
否
定
し
、
自
ら
の
心
に
向
き
合
う
こ

と
を
学
者
の
基
本
的
姿
勢
と
し
た
主
敬
説
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
仁
斎
は
気
を
万
物
の
根
源
と
す
る
一
方
で
、
そ
れ
を

天
道
と
し
、「
天
道
に
至
て
は
、
則
ち
夫
子
の
罕ま

れ

に
言
う
所
に
し
て
、

而
し
て
子
貢
の
得
て
聞
く
べ
か
ら
ず
と
す
る
所
以
な
り
。
其
の
不
可

な
る
こ
と
や
必
せ
り
〈
上
、
道
１
、
一
二
二
〉」
と
、
追
究
す
べ
き
聖

人
の
道
と
は
し
な
い
。
仁
斎
は
「
凡
そ
聖
人
の
所
謂
道
と
は
、
皆
人

道
を
以
て
之
を
言
う
〈
同
上
〉」
と
聖
人
の
道
を
人
道
に
限
定
し
、

「
道
と
は
、
人
倫
日
用
当
に
行
く
べ
き
の
路
、
教
を
待
っ
て
後
有
る

に
非
ず
。
…
…
皆
自
然
に
し
て
然
り
〈
上
、
道
２
、
一
二
二
〉」
と
、

道
は
聖
人
の
教
え
に
よ
っ
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
社
会
に
遍
在

し
機
能
し
て
い
る
人
が
当
然
す
べ
き
人
倫
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
追

究
対
象
と
し
、
そ
の
根
拠
の
追
究
は
重
視
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
仁
斎
は
「
道
徳
の
二
字
、
亦
甚
だ
相
近
し
。
道
は
流
行
を
以

て
言
う
。
徳
は
存
す
る
所
を
以
て
言
う
〈
上
、
徳
３
、
一
二
七
〉」
と

し
、
道
と
徳
を
表
裏
一
体
と
し
て
お
り
、
徳
も
ま
た
追
究
対
象
と
し

た
。
道
は
人
倫
を
成
立
さ
せ
て
い
る
人
々
の
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る

が
、
徳
は
先
に
挙
げ
た
「
理
は
条
理
を
以
て
言
う
」、
お
よ
び
「
道

は
行
う
所
を
以
て
言
う
、
活
字
な
り
。
理
は
存
す
る
所
を
以
て
言
う
、

死
字
な
り
（
上
、
理
２
、
一
二
四
）」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
道
の
す
じ

み
ち
、
条
理
と
み
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
徳
と
は

仁
義
礼
智
の
総
名
〈
上
、
徳
１
、
一
二
七
〉」
で
あ
り
、「
仁
義
礼
智
の

四
者
は
皆
道
徳
の
名
に
し
て
性
の
名
に
非
ず
〈
上
、
仁
義
礼
智
３
、
一

二
九
〉」
と
、
道
徳
は
仁
斎
の
言
う
性
、
人
の
生
得
の
気
質
で
は
な

く
、「
天
地
に
充
満
し
、
古
今
に
貫
徹
し
、
自お

の

ず
か
ら
磨
滅
せ
ざ
る

の
至
理
有
る
、
此
れ
を
仁
義
礼
智
の
道
と
し
、
又
此
れ
を
仁
義
礼
智

の
徳
と
す
〈
下
、
学
２
、
一
四
七
〉」
と
、
社
会
に
遍
在
し
機
能
し
て
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い
る
人
倫
を
総
括
し
て
道
徳
と
い
い
、
そ
の
個
別
的
名
称
を
仁
義
礼

智
と
し
、
道
徳
を
社
会
の
属
性
と
し
て
、
人
の
属
性
で
あ
る
性
と
分

離
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
聖
人 

是
の
四
者
を
以
て
、
道
徳

の
本
体
と
し
て
、
学
者
を
し
て
此
れ
に
由
て
之
を
修
め
し
む
る
な
り

〈
上
、
仁
義
礼
智
１
、
一
二
八
〉」
と
、
社
会
に
存
す
る
仁
義
礼
智
を
道

徳
の
本
体
、
学
問
の
到
達
目
標
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
、「
人
の
是
の
四
端
有
る
、
即
ち
性
の
有
す
る
所
、
人

人
具
足
、
外
に
求
む
る
こ
と
を
待
た
ず
、
猶
お
四
体
の
其
の
身
に
具

わ
る
が
ご
と
し
。
苟
も
拡
め
て
之
を
充
大
に
す
る
と
き
は
、
則
ち
能

く
仁
義
礼
智
の
徳
を
成
す
〈
上
、
仁
義
礼
智
２
、
一
二
八
〉」
と
、
惻

隠
・
羞
悪
・
辞
譲
・
是
非
の
心
を
生
得
の
気
質
で
あ
る
性
と
し
て
、

こ
の
心
を
拡
充
し
、
性
を
養
う
こ
と
で
仁
義
礼
智
の
道
徳
を
達
成
で

き
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
所
謂
充
、
所
謂
養
、
即
ち
学
問
を
以
て
言

う
〈
下
、
学
２
、
一
四
八
〉」
と
、
四
端
の
心
を
拡
充
し
、
性
を
養
う

こ
と
が
学
問
で
あ
る
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
学
問
に
つ
い
て
仁
斎
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

学
に
本
体
有
り
、
修
為
有
り
。
本
体
と
は
、
仁
義
礼
智
、
是
れ

な
り
。
修
為
と
は
、
忠
信
敬
恕
の
類
、
是
れ
な
り
。
蓋
し
仁
義

礼
智
は
、
天
下
の
達
徳
、
故
に
之
を
本
体
と
謂
う
。
聖
人 

学

者
を
し
て
此
れ
に
由
て
之
を
行
わ
し
む
。
修
為
を
待
っ
て
後
有

る
に
非
ず
。
忠
信
敬
恕
は
、
力
行
の
要
、
人
功
夫
を
用
う
る
上

に
就
い
て
名
を
立
つ
。
本
然
の
徳
に
非
ず
。
故
に
之
を
修
為
と

謂
う
。〈
下
、
忠
信
５
、
一
四
二
〉

　

彼
は
仁
義
礼
智
の
道
徳
を
学
問
の
本
体
と
し
、
そ
れ
を
修
め
る
方

法
、
人
為
的
努
力
を
修
為
と
し
た
。
そ
し
て
、
修
為
の
個
別
的
名
称

を
忠
・
信
・
敬
・
恕
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
忠
・
信
・
敬
・
恕
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
か
確
認

し
て
い
こ
う
。
仁
斎
に
よ
れ
ば
、
忠
信
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

夫
れ
人
の
事
を
做な

す
こ
と
、
己
が
事
を
做
す
が
如
く
、
人
の
事

を
謀
る
こ
と
、
己
が
事
を
謀
る
が
如
く
、
一
毫
の
尽
さ
ざ
る
無

き
、
方
に
是
れ
忠
。
凡
そ
人
と
説
く
、
有
れ
ば
便す

な
わち

有
り
と
曰

い
、
無
け
れ
ば
便
ち
無
し
と
曰
い
、
多
き
は
以
て
多
き
と
し
、

寡
き
は
以
て
寡
き
と
し
、
一
分
も
増
減
せ
ざ
る
、
方
に
是
れ
信
。

〈
下
、
忠
信
１
、
一
四
一
〉

　

程
朱
は
忠
を
「
己
を
尽
く
す
」
と
し
た
が
、
仁
斎
は
自
分
の
よ
う

に
他
人
を
思
い
や
り
、
人
に
対
し
て
自
ら
を
尽
く
す
こ
と
と
し
た
。

ま
た
信
も
人
に
対
し
て
、
真
実
を
述
べ
る
こ
と
と
説
く
。
仁
斎
は
人

に
向
き
合
う
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
恕
の
解
釈
か
ら
も
窺
え
る
。
仁
斎
は
冒
頭
に
挙
げ
た
よ
う

に
「
己
の
心
を
竭
く
し
尽
く
す
を
忠
と
し
、
人
の
心
を
忖
り
度
る
を

恕
と
す
」
と
す
る
。『
論
語
注
疏
』
で
は
「
己
を
忖
り
物
を
忖
る
」

と
、
己
を
忖
る
こ
と
も
恕
と
し
た
が
、
仁
斎
は
己
を
除
外
し
、
恕
を
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ひ
た
す
ら
「
人
の
心
を
忖
り
度
る
」
と
し
、「
苟
も
人
を
待
す
る
其

の
好
悪
す
る
所
如
何
、
其
の
処
る
所
、
為
す
所
如
何
と
忖
り
度
っ
て
、

其
の
心
を
以
て
己
が
心
と
し
、
其
の
身
を
以
て
己
が
身
と
し
、
委
曲

体
察
、
之
を
思
い
之
を
量
る
〈
下
、
忠
恕
１
、
一
四
二
〉」
と
、
人
を

思
い
や
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
敬
も
同
様
「
敬
と
は
、
…
…
尊
崇
奉

持
の
意
、
一
も
事
無
く
し
て
徒
ら
に
敬
の
字
を
守
る
と
謂
う
者
無
し

〈
下
、
敬
１
、
一
四
五
〉」
と
、
相
手
を
尊
崇
奉
持
す
る
こ
と
と
し
、
己

の
心
と
向
き
合
う
宋
学
的
な
敬
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仁
斎
は
、
向
き
合
う
べ
き
は
己
の
心
で
は
な
く
、

人
の
心
で
あ
る
と
し
て
、
人
の
た
め
に
自
分
は
い
か
に
行
動
す
べ
き

か
、
熟
考
し
た
上
で
行
動
す
る
こ
と
を
修
為
の
基
本
と
す
る
。
修
為

は
ど
れ
も
重
要
だ
が
、
そ
の
核
心
は
「
人
の
心
を
忖
り
度
る
」
と
、

解
釈
さ
れ
た
恕
で
あ
り
、
忠
は
恕
に
従
っ
て
「
人
の
事
を
做
す
」
が

付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
仁
斎
は
恕
を
核
と
し
て
『
論
語
』
の
「
主

忠
信
」
を
解
釈
し
、
そ
れ
を
主
敬
に
か
わ
る
標
語
と
し
て
掲
げ
た
の

で
あ
る
が
、
忠
信
は
以
下
の
よ
う
に
誠
と
同
様
に
語
ら
れ
る
。

忠
信
は
学
の
根
本
、
始
を
成
し
終
を
成
す
、
皆
此
れ
に
在
り
。

何
ぞ
な
れ
ば
、
学
問
は
誠
を
以
て
本
と
す
。
誠
な
ら
ざ
れ
ば
物

無
し
。
苟
も
忠
信
無
き
と
き
は
、
則
ち
礼
文
中あ

た

る
と
雖
も
、
儀

刑
観
つ
べ
し
と
雖
も
、
皆
偽
貌
飾
情
、
適ま

さ

に
以
て
奸
を
滋ま

し
邪

を
添
う
る
に
足
る
。
論
語
に
曰
く
、
忠
信
を
主
と
す
。
主 

賓

と
対
す
。
言
う
こ
こ
ろ
は
学
問
は
必
ず
忠
信
を
以
て
主
と
せ
ず

ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。〈
下
、
忠
信
２
、
一
四
一
〉

　

仁
義
礼
智
は
普
遍
的
な
規
範
と
し
て
社
会
に
存
在
し
機
能
し
て
い

る
。
そ
の
規
範
に
従
っ
た
だ
け
で
は
道
徳
を
実
現
し
た
と
は
い
え
な

い
。
相
手
の
心
を
忖
度
し
て
、
自
ら
の
四
端
の
心
を
拡
充
し
、
自
ら

の
行
為
を
仁
義
礼
智
に
合
致
さ
せ
て
、
は
じ
め
て
道
徳
を
達
成
し
た

と
言
え
る
。
忠
信
を
本
と
し
て
、
道
徳
を
学
び
実
行
し
て
、
仁
が
仁

と
な
り
、
義
が
義
と
な
り
、
物
が
物
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
誠
も
忠

信
と
同
様
に
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

所
謂
之
を
誠
に
す
る
と
忠
信
を
主
と
す
る
と
、
意
甚
だ
相
近
し
。

然
れ
ど
も
功
夫
自お

の

ず
か
ら
同
じ
か
ら
ず
。
忠
信
を
主
と
す
る
は
、

只
だ
是
れ
己
の
心
を
尽
く
し
、
朴
実
に
行
い
去
る
。
之
を
誠
に

す
る
は
、
理
に
当
る
と
否し

か
ざる

と
を
択
ん
で
、
其
の
理
に
当
る
者

を
取
っ
て
、
固
く
之
を
執
る
の
謂
い
。〈
下
、
誠
２
、
一
四
五
〉

　

仁
斎
は
誠
を
「
真
実
無
偽
〈
下
、
誠
１
、
一
四
四
〉」
と
し
、「
之
を

誠
に
す
る
」
と
は
、
正
し
い
条
理
を
的
確
に
択
び
実
行
し
、
完
全
に

聖
人
の
道
、
す
な
わ
ち
仁
義
礼
智
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
学
問
の
最
終
形
態
で
あ
り
、
理
想
に
す

ぎ
な
い
。
そ
こ
で
用
意
さ
れ
た
工
夫
が
「
忠
信
を
主
と
す
」
で
あ
っ

た
。「
忠
信
を
主
と
す
」
と
は
、
自
ら
の
行
為
が
理
に
適
合
す
る
か
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否
か
に
拘
わ
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
、
人
の
た
め
に
己
の
心
を
尽
く
し
て
、

実
践
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
忠
信
を
主
と
す
」
は
「
之
を
誠
に
す

る
」
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
工
夫
で
あ
り
、
学
問
が
進
む
に
つ
れ
、

み
ず
か
ら
の
行
為
が
仁
義
に
合
致
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
誠

が
実
現
さ
れ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。

三　

会
沢
正
志
斎
の
主
忠
信
説

　

で
は
会
沢
の
主
忠
信
説
の
検
討
に
移
ろ
う
。
会
沢
の
経
書
解
釈
は

経
に
よ
っ
て
経
を
解
く
古
学
的
な
方
法
（
（
（

を
採
っ
て
お
り
、
彼
は
経
書

を
経
書
の
言
葉
を
用
い
て
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
彼
の

説
は
、
そ
の
解
釈
に
用
い
た
経
書
の
言
葉
を
彼
が
ど
の
よ
う
に
理
解

し
た
の
か
把
握
し
つ
つ
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、『
論

語
』「
子
以
四
教
。
文
行
忠
信
（
述
而
）」
の
解
釈
を
挙
げ
る
と
、

文
行
忠
信
は
、
孔
門
の
人
に
教
う
る
の
目
な
り
。
…
…
文
は
詩

書
執
礼
、
博
文
約
礼
、
詩
に
興
り
礼
に
立
ち
楽
に
成
る
等
、
所

謂
行
い
て
余
力
有
れ
ば
、
則
ち
以
て
文
を
学
ぶ
、
文
は
吾
れ
猶

お
人
の
ご
と
き
こ
と
莫
か
ら
ん
や
、
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞

く
べ
き
な
る
者
に
し
て
、
文
王
既
に
没
し
て
、
文
茲
に
在
ら
ざ

る
か
、
夫
子
の
堯
舜
を
祖
述
し
、
文
武
を
憲
章
す
る
所
以
、
皆

是
れ
な
り
。
行
は
入
り
て
は
孝
、
出
で
て
は
弟
、
慎
み
て
信
あ

り
衆
を
愛
し
仁
に
親
し
む
等
、
夫
子
の
躬
ら
行
い
て
以
て
人
に

示
す
所
、
即
ち
吾
れ
行
い
て
二
三
子
と
与
に
せ
ざ
る
者
無
し
、

是
れ
な
り
。
忠
信
は
文
行
の
本
な
り
。
即
ち
忠
信
を
主
と
す
、

易
の
君
子
は
徳
に
進
み
業
を
修
む
、
忠
信
は
徳
に
進
む
所
以
、

是
れ
な
り
。
修
身
を
論
ず
れ
ば
則
ち
忠
信
は
本
な
り
。
教
人
の

目
を
挙
ぐ
れ
ば
、
則
ち
四
者
相
い
並
ぶ
。
…
…
道
芸
は
文
な
り
。

徳
行
は
行
と
忠
信
な
り
。
礼
記
の
四
術
、
詩
書
礼
楽
も
亦
た
文

な
り
。（
文
行
忠
信
、
孔
門
教
人
之
目
。
…
…
文
者
詩
書
執
礼
、
博
文

約
礼
、
興
於
詩
立
於
礼
成
於
楽
等
、
所
謂
行
有
余
力
、
則
以
学
文
、
文

莫
吾
猶
人
也
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
者
、
而
文
王
既
没
、
文
不
在

茲
乎
者
、
夫
子
所
以
祖
述
堯
舜
、
憲
章
文
武
、
皆
是
也
。
行
者
入
孝
出

弟
、
謹
信
愛
衆
親
仁
等
、
夫
子
所
躬
行
以
示
人
、
即
吾
無
行
而
不
与
二

三
子
者
、
是
也
。
忠
信
者
文
行
之
本
。
即
主
忠
信
、
易
君
子
進
徳
修
業
、

忠
信
所
以
進
徳
、
是
也
。
論
修
身
則
忠
信
本
也
。
挙
教
人
之
目
、
則
四

者
相
並
。
…
…
道
芸
文
也
。
徳
行
行
与
忠
信
也
。
礼
記
四
術
詩
書
礼
楽

亦
文
也
。〈『
読
論
日
札
』
二
、
以
四
教

（
（
（

〉）

と
、
文
行
忠
信
は
孔
子
の
掲
げ
た
教
育
理
念
の
項
目
で
あ
る
と
し
て

主
忠
信
を
掲
げ
る
が
、
そ
れ
を
「
詩
書
執
礼
（
述
而
）」「
博
学
於
文
、

約
之
以
礼
（
雍
也
）」「
興
於
詩
立
於
礼
成
於
楽
（
泰
伯
）」
な
ど
『
論

語
』
を
中
心
と
し
た
経
書
の
言
葉
を
多
用
し
説
明
す
る
。
そ
れ
ら
の

解
釈
も
い
く
つ
か
挙
げ
た
上
で
、
彼
の
説
を
検
討
し
よ
う
。

　

ま
ず
は
「
詩
書
執
礼
」
の
解
釈
が
次
で
あ
る
。
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此
れ
孔
門
の
教
法
、
即
ち
博
文
約
礼
な
り
。
…
…
詩
は
以
て
人

情
事
変
を
知
り
、
興
観
羣
怨
、
父
に
事
え
君
に
事
え
、
以
て
人

と
言
う
べ
し
。
…
…
書
は
以
て
政
事
を
道い

い
て
、
凡
そ
天
下
古

今
の
世
変
事
態
、
具
備
せ
ざ
る
は
莫
し
。
礼
は
則
ち
人
の
立
つ

所
以
、
斯
須
も
身
を
去
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
而
し
て
天
下

を
経
綸
す
る
所
以
の
者
に
至
る
も
、
焉
に
存
せ
ざ
る
は
莫
し
。

此
れ
皆
な
所
謂
夫
子
の
文
章
は
得
て
聞
く
べ
き
者
な
り
。
…
…

忠
信
の
人
は
、
以
て
礼
を
学
ぶ
べ
し
。
故
に
礼
を
執
る
者
、
当

に
忠
信
を
主
と
し
て
四
教
を
具
う
べ
し
。（
此
孔
門
教
法
、
即
博

文
約
礼
也
…
…
詩
以
知
人
情
事
変
、
興
観
羣
怨
、
事
父
事
君
、
可
以
与

人
言
。…
…
書
以
道
政
事
、
而
凡
天
下
古
今
之
世
変
事
態
、
莫
不
具
備
焉
。

礼
則
人
所
以
立
、
不
可
斯
須
去
身
者
。
而
至
於
所
以
経
綸
天
下
者
、
莫

不
存
焉
。
此
皆
所
謂
夫
子
文
章
可
得
聞
者
。…
…
忠
信
之
人
、
可
以
学
礼
。

故
執
礼
者
、
当
主
忠
信
四
教
具
焉
。〈『
読
論
』
二
、
詩
書
執
礼
〉）

　

ま
た
、「
君
子
博
学
於
文
、
約
之
以
礼
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

孔
門
の
教
法
は
、
文
行
忠
信
な
り
。
文
は
詩
書
執
礼
、
凡
そ
六

芸
の
文
な
り
。
礼
は
則
ち
其
の
行
い
に
執
る
も
の
に
し
て
即
ち

約
礼
な
り
。
礼
を
学
ば
ざ
れ
ば
以
て
立
つ
無
き
は
、
礼
の
行
い

の
準
則
為
る
所
以
な
り
。
博
約
は
即
ち
文
行
に
し
て
、
忠
信
の

人
は
以
て
礼
を
学
ぶ
べ
く
ん
ば
、
則
ち
忠
信
を
主
と
し
て
、
夫

子
の
四
教
備
わ
ざ
る
を
得
ず
。（
孔
門
教
法
、
文
行
忠
信
。
文
者
詩

書
執
礼
、
凡
六
芸
之
文
。
礼
則
其
執
行
即
約
礼
也
。
不
学
礼
無
以
立
、

礼
所
以
為
行
之
準
則
。
博
約
者
即
文
行
、
而
忠
信
之
人
可
以
学
礼
、
則

不
得
不
主
忠
信
、
而
夫
子
之
四
教
備
矣
。〈『
読
論
』
二
、
博
学
於
文
〉）

　

さ
ら
に
学
而
篇
「
弟
子
入
則
孝
、
出
則
弟
。
謹
而
信
。
汎
愛
衆
而

親
仁
、
行
有
余
力
、
則
以
学
文
」
の
解
釈
が
次
で
あ
る
。

入
り
て
は
孝
、
出
で
て
は
弟
な
る
を
仁
の
本
と
為
す
。
信
行
文

は
四
教
の
三
な
り
。
汎
く
衆
を
愛
す
は
孝
弟
の
推
す
所
、
即
ち

忠
な
り
。
親
し
む
と
は
親
し
み
て
厚
く
す
。
賢
を
親
し
む
に
急

な
る
を
之
れ
務
と
為
す
尽
心

上

是
れ
な
り
。
衆
に
於
い
て
愛
せ
ざ

る
無
き
も
、
仁
者
に
は
則
ち
親
し
み
て
之
を
厚
く
し
、
其
の
士

の
仁
者
を
友
と
し
、
友
を
以
て
仁
を
輔
く
る
な
り
。
此
の
四
者

を
行
い
、
余
力
を
以
て
詩
書
六
芸
の
文
を
学
ぶ
。
聖
門
の
教
は
、

徳
行
を
以
て
先
と
為
す
。
然
れ
ど
も
道
芸
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
有

用
の
材
を
成
す
能
わ
ず
。
故
に
博
文
約
礼
し
、
以
て
畔そ

む

か
ざ
る

べ
し
。
徳
行
道
芸
兼
ね
て
修
め
て
、
然
る
後
に
以
て
材
を
全
く

す
と
為
す
。（
入
孝
出
弟
為
仁
之
本
。
信
行
文
四
教
之
三
。
汎
愛
衆
孝

弟
之
所
推
、
即
忠
也
。
親
者
親
厚
。
急
親
賢
之
為
務
尽
心

上

是
也
。
於
衆
無

不
愛
、
而
仁
者
則
親
而
厚
之
、
友
其
士
之
仁
者
、
以
友
輔
仁
也
。
行
此

四
者
、
以
余
力
学
詩
書
六
芸
之
文
。
聖
門
之
教
、
以
徳
行
為
先
。
然
不

学
道
芸
、
不
能
成
有
用
之
材
。
故
博
文
約
礼
、
可
以
不
畔
。
徳
行
道
芸

兼
修
、
然
後
以
為
全
材
。〈『
読
論
』
一
、
入
則
考
〉）
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こ
れ
ら
は
詩
書
執
礼
、
博
文
約
礼
は
文
行
忠
信
と
同
意
で
あ
る
と

し
て
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
文
は
「
詩
書
執
礼
の
凡
そ
六
芸
の
文
」

「
詩
書
執
礼
の
文
」「
道
芸
」「
四
術
、
詩
書
礼
楽
」
と
、
い
わ
ば
儒

教
経
典
で
あ
る
。
行
は
、
親
へ
の
孝
、
兄
へ
の
弟
を
基
本
と
し
、
そ

れ
を
推
し
広
め
多
く
の
人
を
愛
し
、
仁
者
に
親
し
む
行
為
で
あ
り
、

そ
れ
を
忠
と
し
て
い
る
。
ま
た
礼
は
「
人
の
立
つ
所
以
」「
行
い
の

準
則
」
で
あ
り
、「
夫
子
の
躬
ら
行
い
て
以
て
人
に
示
す
」
と
、
行

動
で
教
示
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、「
夫
子
の
文
章
は
得
て
聞
く

べ
き
者
」
と
、
文
に
よ
っ
て
も
教
示
さ
れ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
行

を
教
示
す
る
た
め
に
文
が
あ
り
、
文
を
学
び
最
終
的
に
礼
と
し
て
実

行
す
べ
き
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
博
文
約
礼
」
の
自
注
に
示

さ
れ
た
『
中
庸
』
の
「
博
学
之
、
審
問
之
、
慎
思
之
、
明
辨
之
、
篤

行
之
」
の
通
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
と
行
は
「
余
力
を
以
て

文
を
学
ぶ
」
と
価
値
的
に
は
行
が
上
で
あ
り
、
文
に
先
行
す
る
が
、

「
道
芸
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
有
用
の
材
を
成
す
能
わ
ず
」
と
、
行
に
は

文
に
よ
っ
た
裏
付
け
が
必
要
で
あ
り
、
有
用
な
人
材
の
育
成
に
は
文

と
行
の
両
方
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
忠
信
は

「
忠
信
の
人
は
以
て
礼
を
学
ぶ
べ
し
」「
忠
信
を
主
と
し
て
四
教
を
具

う
」「
徳
行
は
行
と
忠
信
な
り
」
と
、
礼
を
学
ぶ
前
提
条
件
で
あ
り
、

自
ら
の
学
び
と
行
動
を
根
本
で
支
え
る
も
の
と
さ
れ
た
。
忠
信
を
心

に
備
え
、
は
じ
め
て
行
い
は
徳
行
と
な
り
、
礼
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
少
し
忠
信
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
会
沢
は
忠
信
を
「
忠
信
な

れ
ば
則
ち
必
ず
恕
有
り
、
忠
恕
一
貫
と
は
其
の
道
を
同
じ
く
し
て
、

中
に
主
有
る
も
の
（
忠
信
則
必
有
恕
、
与
忠
恕
一
貫
者
同
其
道
、
而
中
有

主
者
〈『
読
論
』
一
、
君
子
不
重
〉）」
と
し
、
里
仁
篇
「
参
乎
、
吾
道
一

以
貫
之
。
…
…
曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
」
の
忠
恕
と
同

列
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
が
次
で
あ
る
。

吾
が
道
と
は
仁
な
り
。
…
…
忠
恕
と
は
仁
の
方
な
り
。
…
…
忠

は
中
心
よ
り
発
し
、
恕
は
人
を
視
る
こ
と
己
の
如
く
す
。
故
に

忠
信
を
主
と
し
て
、
恕
以
て
終
身
之
を
行
う
べ
し
。
孔
門
の
教

は
理
を
説
く
を
以
て
先
と
為
さ
ず
し
て
、
実
行
を
以
て
務
と
為

せ
ば
、
之
に
告
ぐ
る
に
其
の
人
の
当
に
行
う
べ
き
者
を
以
て
し
、

之
を
し
て
自み

ず
から

仁
に
至
る
を
得
し
む
。
故
に
曾
子
は
一
貫
に
於

い
て
、
仁
と
言
わ
ず
し
て
忠
恕
と
言
う
。
忠
恕
な
れ
ば
則
ち
仁

に
至
る
。（
吾
道
者
仁
也
。
…
…
忠
恕
者
仁
之
方
。
…
…
忠
発
於
中
心
、

恕
視
人
如
己
。
故
主
忠
信
、
而
恕
可
以
終
身
行
之
。
孔
門
之
教
不
以
説

理
為
先
、
而
以
実
行
為
務
、
告
之
以
其
人
当
行
者
、
使
之
自
得
至
於
仁
。

故
曾
子
於
一
貫
、
不
言
仁
而
言
忠
恕
。
忠
恕
則
至
於
仁
也
。〈『
読
論
』

一
、
一
以
貫
之
〉）

　

孔
子
の
一
貫
の
問
い
に
、
曾
子
は
忠
恕
と
し
た
の
に
対
し
て
、
会

沢
は
一
貫
を
仁
と
し
、
忠
恕
を
仁
に
至
る
工
夫
と
し
た
。
仁
は
目
標

で
あ
り
、
忠
恕
に
よ
っ
て
行
動
し
た
結
果
、
仁
に
到
達
す
る
と
み
る
。
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こ
れ
は
仁
斎
の
説
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
会
沢
の
説
は

仁
斎
説
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
徳
と
忠
の
解
釈
を
異
に
す
る
。

　

そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
道･

徳･

仁
の
解
釈
を
み
て

い
こ
う
。
道･
徳･

仁
は
「
志
於
道
、
拠
於
徳
、
依
於
仁
、
遊
於
芸

（
述
而
）」
に
次
の
よ
う
に
さ
れ
る
。

道
に
志
し
徳
に
拠
り
仁
に
依
り
芸
に
游
ぶ
、
四
者
並
び
行
い
兼

ね
て
施
し
、
先
後
有
る
に
非
ず
。
道
と
は
天
下
の
達
道
の
、
君

臣
・
父
子
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
に
し
て
、
忠
孝
仁
義
、
人
倫

の
日
用
自
り
、
以
て
天
下
の
大
経
を
経
綸
し
、
天
地
の
化
育
を

知
る
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
行
い
に
施
す
者
是
れ
な
り
。
徳
と
は

知
仁
勇
の
天
下
の
達
徳
に
し
て
、
凡
そ
仁
義
礼
智
等
の
統
名
な

り
。
心
に
存
す
る
者
を
指
し
て
之
を
徳
と
謂
い
、
行
い
に
施
す

者
を
指
し
て
之
を
道
と
謂
う
。
…
…
仁
は
諸
徳
の
元
、
百
行
の

本
な
り
。
凡
そ
徳
行
道
芸
皆
仁
中
の
細
目
な
り
。
故
に
道
徳
中

に
就
き
て
、
特
に
仁
を
挙
げ
て
之
を
言
う
。（
志
道
拠
徳
依
仁
游

芸
、
四
者
並
行
兼
施
、
非
有
先
後
也
。
道
者
天
下
之
達
道
、
君
臣
父
子

夫
婦
長
幼
朋
友
、
而
忠
孝
仁
義
、
自
人
倫
日
用
、
以
至
於
経
綸
天
下
之

大
経
、
知
天
地
之
化
育
、
凡
施
於
行
者
是
也
。
徳
者
知
仁
勇
天
下
之
達

徳
、
凡
仁
義
礼
智
等
統
名
。
指
存
於
心
者
謂
之
徳
、
指
施
於
行
者
謂
之

道
也
。…
…
仁
者
諸
徳
之
元
、
百
行
之
本
。
凡
徳
行
道
芸
皆
仁
中
之
細
目
。

故
就
道
徳
中
、
特
挙
仁
而
言
之
。〈『
読
論
』
二
、
志
於
道
〉）

　

道
は
、
人
間
関
係
に
お
け
る
正
し
い
あ
り
方
、
生
き
方
の
総
称
で

あ
り
、
日
常
生
活
か
ら
国
家
に
至
る
ま
で
人
間
社
会
を
正
し
く
機
能

さ
せ
る
た
め
人
々
が
踏
み
行
う
べ
き
規
範
と
さ
れ
た
。
道
の
個
別
的

名
称
が
仁
義
礼
智
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
総
称
が
仁
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
道
は
社
会
的
な
規
範
だ
が
、
道
は
本
来
、
人
の
心
に
内
在
す
る

徳
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
心
の
徳
と
合
致

し
て
は
じ
め
て
機
能
す
る
。
そ
の
た
め
、
道
の
心
に
あ
る
状
態
が
徳

と
さ
れ
、
そ
こ
に
仁
義
礼
智
が
含
意
さ
れ
る
と
み
る
。
心
の
徳
で
あ

る
仁
義
礼
智
が
は
た
ら
い
て
、
行
為
と
し
て
仁
義
礼
智
と
な
っ
た
も

の
が
道
で
あ
る
と
す
る
。
朱
子
学
の
体
用
論
的
に
徳
と
道
を
捉
え
て

お
り
、
徳
を
外
的
存
在
と
し
た
仁
斎
と
は
意
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
「
徳
と
は
諸
善
の
身
に
得
て
指
名
す
べ
き
者
な
り

（
徳
者
諸
善
之
得
於
身
而
可
指
名
者
〈『
下
学
邇
言
』
二
、
論
学
、
十
七
葉

裏
（
（
（

〉）」
と
、
身
に
体
得
し
た
善
行
と
し
、
洪
範
の
剛
・
柔
・
正
直
の

三
徳
、
中
庸
の
知
・
仁
・
勇
の
三
徳
な
ど
、
具
体
的
に
指
名
し
行
動

の
基
準
と
な
り
得
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
専
ら
心
性
を
恃
み

て
教
と
為
す
は
、
則
ち
無
星
の
秤
の
如
く
、
指
名
以
て
準
則
と
為
す

無
し
（
専
恃
心
性
為
教
、
則
如
無
星
之
秤
、
無
指
名
以
為
準
則
〈
同
上
、
十

七
葉
表
〉）」
と
、
人
に
内
在
す
る
心
そ
の
も
の
に
は
具
体
性
は
な
く
、

行
動
の
基
準
と
は
な
り
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
心
の
徳
が
身
に
表
れ

た
善
行
を
徳
と
し
て
、
教
育
の
指
針
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
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そ
の
徳
を
体
得
し
た
人
が
道
を
実
現
し
て
い
く
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
話
を
忠
恕
に
戻
し
、
忠
を
確
認
し
よ
う
。
忠
恕
は
『
中

庸
』
で
も
「
君
子
以
人
治
人
、
改
而
止
。
忠
恕
違
道
不
遠
。
施
諸
於

己
不
願
、
亦
勿
施
於
人
」
と
説
か
れ
る
。
そ
こ
で
会
沢
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

人
を
以
て
人
を
治
む
と
は
、
即
ち
忠
恕
の
事
に
し
て
、
人
と
我

れ
と
を
同
じ
く
す
る
の
み
。
中
心
よ
り
発
し
て
、
己
を
推
し
て

以
て
人
を
忖
り
、
斯
の
心
を
彼
れ
に
加
う
。
故
に
其
の
欲
せ
ざ

る
所
も
、
亦
た
人
に
施
さ
ず
。
人
に
施
す
の
則
は
、
近
く
己
の

身
に
在
り
。
忠
恕
は
則
ち
外
内
を
合
し
て
、
己
を
成
し
物
を
成

す
。
若
し
能
く
推
行
拡
充
す
れ
ば
、
則
ち
外
と
内
と
、
己
と
物

と
、
両
端
を
兼
ね
て
之
を
成
す
。（
以
人
治
人
者
、
即
忠
恕
之
事
、

人
与
我
同
耳
。
発
於
中
心
、
推
己
以
忖
人
、
加
斯
心
於
彼
。
故
其
所
不

欲
、
亦
不
施
於
人
。
施
人
之
則
、
近
在
己
身
。
忠
恕
則
合
外
内
、
而
成

己
成
物
。
若
能
推
行
拡
充
、
則
外
与
内
、
己
与
物
、
兼
両
端
成
之
。

〈『
中
庸
釈
義
』
16
〉（

（1
（

）

　

忠
恕
と
は
、「
中
心
よ
り
発
し
て
、
己
を
推
し
て
以
て
人
を
忖
り
、

斯
の
心
を
彼
れ
に
加
え
」、「
人
と
我
れ
と
を
同
じ
く
す
る
」
こ
と
で

あ
り
、
中
心
よ
り
発
し
た
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
、
ま
ず
は
自
ら
道

を
実
現
し
、
そ
の
道
を
人
に
も
及
ぼ
し
、
社
会
全
体
に
広
め
る
工
夫

で
あ
る
と
す
る
。「
忠
」
は
「
中
心
よ
り
発
し
」
て
自
ら
を
修
め
る

工
夫
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
（
里
仁
）」

の
集
注
「
中
心
を
忠
と
為
す
」
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

朱
熹
の
言
う
心
は
理
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
も
そ
も
会
沢

は
具
体
性
を
伴
わ
な
い
心
の
追
究
を
否
定
し
、「
天
地
の
物
を
生
ず

る
は
一
元
気
の
み
〈『
釈
』
23
〉」
と
気
を
根
底
に
据
え
た
学
問
体
系

を
想
定
し
、
朱
子
学
的
な
理
を
否
定
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
性
の

概
念
も
独
自
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
釈
に
「
中
心
よ
り

発
す
」
の
意
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。『
中
庸
』「
天
命
之
謂
性
、
率

性
之
為
道
、
脩
道
之
謂
教
」
で
「
性
と
は
生
の
質
、
天
の
人
に
賦
与

す
る
所
の
者
な
り
。
民
、
天
地
の
中
を
受
け
て
生
ま
る
る
が
、
故
に

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
知
仁
勇
の
徳
を
有
す
。
即
ち
天
の
命
ず
る

所
の
性
な
り
（
性
者
生
之
質
、
天
之
所
賦
与
於
人
者
也
。
民
受
天
地
之
中
而

生
、
故
生
而
有
知
仁
勇
之
徳
。
即
天
所
命
之
性
也
〈『
釈
』
1
〉）」
と
し
、

つ
づ
く
「
喜
怒
哀
楽
之
未
発
」
で
も
「
民
の
天
地
の
中
を
受
く
る
は
、

其
の
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
得
る
所
の
者
な
れ
ば
、
其
の
性
は
固
よ

り
天
地
の
中
和
の
気
を
有
す
（
民
受
天
地
之
中
、
其
所
生
而
得
者
、
其
性

固
有
天
地
中
和
之
気
〈『
釈
』
4
〉）」
と
し
、
性
は
生
得
の
中
和
の
気
質

で
あ
り
、
知
仁
勇
の
徳
と
し
た
。
さ
ら
に
「
仁
義
礼
智
は
心
に
根
ざ

し
、
中
に
欝
し
て
外
に
発
す
る
者
に
し
て
、
実
な
り
動
な
り
。
故
に

喜
怒
未
だ
発
せ
ず
と
雖
も
、
四
端
は
中
に
充
実
し
、
火
の
燃
え
泉
の

達
す
る
の
本
為
る
者
に
し
て
、
天
下
の
至
実
な
り
（
仁
義
礼
知
根
於
心
、
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欝
於
中
而
発
於
外
者
、
実
也
動
也
。
故
雖
喜
怒
未
発
、
而
四
端
充
実
於
中
、

為
火
燃
泉
達
之
本
者
、
天
下
之
至
実
〈『
釈
』
4
〉）」
と
も
述
べ
る
。
す
な

わ
ち
中
心
は
四
端
の
心
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
生
得
の
中
和
の
気
質

で
あ
っ
た
。「
中
心
よ
り
発
す
」
は
、
惻
隠
・
羞
悪
・
辞
譲
・
是
非

の
心
か
ら
発
し
た
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仁
義
礼
智
な
ど
の

道
徳
が
表
出
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
四
端
か
ら
発
し
た
行
為
が
、
先
に
確
認
し
た
孝
と
弟
で
あ
り
、

そ
れ
を
推
し
広
め
て
衆
を
愛
す
こ
と
で
あ
っ
た
。『
下
学
邇
言
』
に

「
藤
先
生
は
仁
孝
一
本
の
義
を
説
け
り
。
曰
く
、
道
は
仁
義
の
み
。

仁
義
の
本
は
則
ち
孝
に
出
づ
。
孝
と
は
其
の
愛
敬
を
尽
す
の
み
（
藤

先
生
説
仁
孝
一
本
之
義
。
曰
道
者
仁
義
而
已
。
而
仁
義
之
本
則
出
於
孝
。
孝

者
尽
其
愛
敬
而
已
〈
一
、
論
道
、
十
葉
表
〉）」
と
あ
り
、
会
沢
は
師
の
藤

田
幽
谷
が
発
明
し
た
「
仁
孝
一
本
の
義
」
を
踏
襲
し
、
道
は
仁
義
で

あ
り
、
そ
の
根
本
は
孝
で
あ
る
と
し
、
孝
と
は
愛
敬
を
尽
く
す
だ
け

だ
と
し
た
の
で
あ
る
。『
孝
経
考
』
で
も
、

孝
は
愛
敬
の
み
。
天
下
を
治
む
る
者
、
斯
の
心
を
挙
げ
て
諸
を

彼
れ
に
加
え
、
天
下
の
人
に
於
い
て
も
、
亦
た
皆
之
を
愛
敬
せ

し
め
、
敢
え
て
悪
慢
せ
し
め
ず
。
愛
を
尽
く
し
て
以
て
天
下
に

及
ぼ
せ
ば
則
ち
仁
、
敬
を
尽
く
し
て
天
下
に
及
ぼ
せ
ば
則
ち
義
、

仁
義
の
本
は
孝
に
在
り
。（
孝
者
愛
敬
而
已
。
治
天
下
者
、
挙
斯
心

而
加
諸
彼
、
於
天
下
之
人
、
亦
皆
愛
敬
之
、
而
不
敢
悪
慢
。
尽
愛
以
及

天
下
則
仁
、
尽
敬
以
及
天
下
則
義
、
仁
義
之
本
在
孝
〈
二
章
、
天
子
章

に
相
当

（
（1
（

〉）

と
す
る
。
先
に
は
忠
恕
を
「
斯
の
心
を
彼
れ
に
加
う
」
と
し
た
が
、

こ
こ
で
は
「
斯
の
心
」
は
愛
敬
と
す
る
。
忠
は
人
を
愛
し
敬
う
こ
と

を
基
本
と
し
た
行
為
で
あ
り
、
恕
は
そ
れ
を
拡
充
し
て
、
社
会
全
体

に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
中
す
な
わ
ち
愛
敬
よ
り
発
し
た
行
為
が
必
ず
道
に
中
る

と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
「
其
の
発
す
る
に
及
び
て
、
耳
目
の
官
、

或
い
は
物
に
蔽
わ
る
。
物
、
物
に
交
わ
れ
ば
則
ち
之
に
引
か
れ
て
、

以
て
其
の
中
を
失
す
（
及
其
発
、
而
耳
目
之
官
、
或
蔽
於
物
。
物
交
物
則

引
之
、
以
失
其
中
〈『
釈
』
4
〉）」
と
、
人
々
の
自
然
状
態
は
中
を
失
っ

た
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
道
の
必
ず
教
を
待
ち
て
而
る
後
に
脩

む
る
を
得
（
道
之
必
待
教
而
後
得
脩
〈『
釈
』
１
〉）」
と
、
聖
人
の
教
に

よ
っ
て
道
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
会
沢
は
「
未
発

を
之
れ
中
と
言
う
と
雖
も
、
亦
た
専
ら
中
を
心
に
求
め
ず
。
善
に
明

ら
か
な
る
を
以
て
身
を
誠
に
す
る
の
本
と
し
、
学
問
思
辨
を
以
て
善

を
択
ぶ
の
本
と
す
（
雖
言
未
発
之
中
、
而
亦
不
専
求
中
於
心
。
以
明
善
為

誠
身
之
本
、
以
学
問
思
辨
為
択
善
之
本
〈『
釈
』
4
〉）」
と
説
き
、
心
に
備

わ
る
中
を
心
そ
の
も
の
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
聖
人
の
教
を
学
問

思
辨
し
、
徳
の
表
れ
で
あ
る
善
を
択
び
守
り
身
に
体
得
し
て
、
は
じ

め
て
自
ら
道
を
実
現
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道
を
実
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現
し
た
状
態
が
「
聖
賢
の
所
謂
誠
と
は
、
則
ち
中
心
よ
り
発
し
て
虚

偽
無
き
を
言
う
（
聖
賢
所
謂
誠
者
、
則
言
其
発
於
中
心
而
無
虚
偽
〈『
釈
』

34
〉）」
と
、
忠
信
の
完
全
体
で
あ
る
誠
で
あ
っ
た
。

　

会
沢
は
社
会
に
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
学
問
の
役
割
で

あ
る
と
し
、
人
と
人
と
の
関
係
の
中
で
行
動
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

そ
の
た
め
、
学
問
に
臨
む
姿
勢
と
し
て
、
内
省
的
な
主
敬
を
批
判
し
、

主
忠
信
を
掲
げ
て
、
人
に
対
し
て
愛
敬
の
心
で
接
し
行
動
す
る
こ
と

が
学
問
の
基
本
に
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
盲
目
的
な
愛

敬
は
中
を
失
っ
た
状
態
で
あ
り
、
仁
義
た
り
え
な
い
。
そ
こ
で
愛
敬

に
よ
り
行
動
し
つ
つ
、
博
く
文
を
学
び
、
己
の
行
動
を
礼
に
集
約
し

て
、
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
会
沢
正
志
斎
を
中
心
と
し
て
、
主
忠
信
説
を
検
討
し
て
き

た
。
仁
斎
は
、
心
の
性
を
本
体
と
し
て
、
自
ら
の
心
に
向
き
合
う
こ

と
を
学
問
の
基
本
的
姿
勢
と
し
た
主
敬
説
を
批
判
し
、
客
観
的
な
倫

理
規
範
を
本
体
と
し
て
、
相
手
の
心
の
忖
度
を
基
本
と
す
る
主
忠
信

説
を
唱
え
た
。
会
沢
は
仁
斎
の
説
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、『
中
庸
』
を

利
用
し
、
四
端
の
心
を
生
得
の
中
和
の
気
と
し
て
、
四
端
の
心
よ
り

発
せ
ら
れ
た
行
為
を
忠
と
し
た
。
仁
斎
の
説
に
哲
学
的
根
拠
を
与
え

た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
学
問
的
な
説
明
に
す
ぎ
ず
、
現
実
的

に
は
、
忠
信
は
親
に
対
す
る
敬
愛
の
心
よ
り
発
し
た
行
為
で
あ
り
、

そ
れ
を
本
に
し
て
、
学
問
に
臨
み
、
み
ず
か
ら
の
行
動
を
道
に
合
致

さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
終
形
態
が
誠
で
あ
り
、
人
は
忠
信

を
主
と
し
て
、
誠
を
目
指
し
て
生
き
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　　
　

注

（
1
）『
詩
経
』
小
雅
、
節
南
山
之
什
、
巧
言
に
「
奕
奕
寝
廟　

君
子
作
之　

秩
秩
大
猷　

聖
人
莫
之　

他
人
有
心　

予
忖
度
之　

躍
躍
毚
兔　

遇
犬

獲
之
」
と
あ
る
。

（
2
）
伊
藤
仁
斎
の
言
葉
は
す
べ
て
『
語
孟
字
義
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

『
語
孟
字
義
』
は
、
吉
川
幸
次
郎　

清
水
茂
『
日
本
思
想
大
系
33　

伊
藤

仁
斎　

伊
藤
東
涯
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
）
を
底
本
と
し
、
訓
読
も

基
本
的
に
そ
れ
に
従
う
が
、
本
論
の
形
式
に
従
い
適
宜
あ
ら
た
め
た
。

以
下
『
語
孟
字
義
』
の
出
典
表
記
に
つ
い
て
は
、
上
、
下
の
い
づ
れ
か
、

お
よ
び
篇
名
と
条
数
を
示
し
た
。
漢
数
字
は
底
本
で
の
原
文
の
頁
数
で

あ
る
。

（
3
）
武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
）、「
附
録

　

三　

日
本
の
儒
教
」
参
照
。
ま
た
、
子
安
宣
邦
氏
は
『
伊
藤
仁
斎
の

世
界
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
）、
第
九
章
「「
誠
」
と
近
世
的
知
の

位
相
―
武
内
義
雄
「
日
本
の
儒
教
」
の
批
判
―
」、
初
出
は
「
日
本
人
の

心
の
歴
史
」（『
現
代
思
想
』
臨
時
増
刊
号
、
青
土
社
、
一
九
八
二
）
で

武
内
説
を
批
判
し
て
い
る
。

（
4
）
朱
熹
の
四
書
の
注
は
『
四
書
章
句
集
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
）
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を
底
本
と
し
た
。
な
お
漢
数
字
は
底
本
で
の
頁
を
示
す
。
以
下
同
。

（
5
）『
朱
子
語
類
』
巻
十
四
、
大
学
一
、
経
上
に
「
或
問
、
明
徳
便
是
仁
義

礼
智
之
性
否
。
曰
、
便
是
」
と
あ
る
。

（
6
）
例
え
ば
、『
朱
子
語
類
』
巻
十
一
、
学
五
、
読
書
法
下
に
「
六
経
是
三

代
以
上
之
書
、
曾
経
聖
人
手
、
全
是
天
理
」
と
あ
る
。

（
7
）
高
山
大
毅
氏
は
「
遅
れ
て
き
た
「
古
学
」
者
─
会
沢
正
志
斎
の
位
置

─
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
七
十
九
号
、
ペ
リ
カ
ン
社
、
二
〇
一
二
、

後
に
加
筆
修
正
さ
れ
『
近
世
日
本
の
「
礼
楽
」
と
「
修
辞
」　
荻
生
徂
徠

以
後
の
「
接
人
」
の
制
度
構
想
』（
東
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
に

所
収
）
に
て
、
正
志
斎
を
「
仁
斎
学
と
徂
徠
学
と
を
基
盤
に
自
己
の
思

想
を
構
築
す
る
者
」
と
評
す
る
。

（
8
）『
読
論
日
札
』
は
、
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。
以
下

『
読
論
』
と
略
記
す
る
。

（
9
）『
下
学
邇
言
』
は
茨
城
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
、
一
八
九
二
年
会
沢
善

発
行
本
を
底
本
と
し
た
。

（
10
）『
中
庸
釈
義
』
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
會
澤
正
志
齋
『
中
庸
釋
義
』
訳

注
稿
（
一
）
～
（
八
）」（『
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
紀
要

　
人
間
科
学
』

巻
32－

１
～
35－
2
、
二
〇
一
四
～
二
〇
一
八
）
と
し
て
順
次
発
表
し
て

い
る
。
後
の
算
用
数
字
は
「
訳
注
稿
（
一
）」
に
示
し
た
節
を
表
す
。
以

下
『
釈
』
と
略
記
す
る
。

（
11
）『
孝
経
考
』
は
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

＊
本
稿
は
二
〇
一
七
年
度
常
磐
大
学
課
題
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

�

（
常
磐
大
学
）

　




